
上越消流雪揚水機場（国）

地下導水管

L=843m

放流施設

上越消流雪放流施設

【施設全体図】

投雪場所

南堀投雪場所

関川より取水

R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

令和３年１月７日から１１日の大雪に関する上越消流雪用水導入施設の効果

○令和３年１月７日から降り始めた大雪により、上越市内各所で生活道路のマヒや物流の停滞、家屋や農
業施設の損壊などが発生。高田かわこくでは、お堀に投雪された雪の融雪を促す消流雪施設を稼働。

○この消流雪施設は３℃程度高い関川の河川水をお堀に導水するものです。今回、稼働から１２日目の１
月２３日にはお堀の雪を水面の約半分まで溶かすことができました。これによりお堀に投雪された雪を
より早く溶かす効果が期待されます。
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関川本川（稲田橋） 北堀排水口（出口） 河川水温は平均4.2℃

水温差 平均3.0℃
（最大5.6℃）が融雪熱

投雪期間事前導水期間（外堀内を事前融雪）

融雪が進展し外堀の

水温も上昇

外堀水温(北堀排水口)

は平均1.2℃

一斉雪下ろしの状況

上越市南本町３丁目 R3.1.23

【外堀（南堀） R3.1.23 】

放流の継続により融雪が拡大

外堀放流口

【導水期間における水温と融雪状況の変化】

外堀放流口

上越消流雪揚水機場

【上越消流雪揚水機場の諸元】

・平成12年12月竣工
・ポンプ最大能力

0.75m3/s×2台＝1.5m3/s
・導水管

L＝843m φ＝1,000mm

【外堀（南堀）R3.1.13】

河川水放流口から融雪がはじまる

外堀（南堀）への投雪状況

オーレンプラザ前 R3.1.23

投雪場所

関川本川の水温 お堀の水温
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